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第9回定時総会を終えて

支部長　小澤　勝美
　（一社）神奈川県建築士事務所協会　横浜支部　
第9回定時総会が4月23日（金）午後2時30分より横
浜市技能文化会館にて開催されました。今年も新型
コロナウイルスの影響で支部長、副支部長のみの出
席による横浜支部会員の書面表決で行いました。そ
の結果、会員総数251名（過半数126名）のうち書面
表決提出数170名、第1号議案「令和2年度事業報告
承認の件」及び第2号議案「令和2年度決算報告承認
の件」共全員の賛成で可決され、第3号議案「支部
役員承認の件」は169名の賛成で可決されたことを
ご報告します。
　現在は昨年と同様、新型コロナの影響で、セミナ
ーや講習会のWEBでの実施、オリンピック開催の是
非、テレワークの推進が進められています。Withコ
ロナということで新たな生活スタイルが様々な形で
生まれ、Afterコロナを見据えて行動する時期だと考
えます。
　最近の新聞紙上で賑わすのはDX、SDGｓ、脱炭素、
無線送電、アンモニア、水素、EV、AI、コロナ等、建
築界ではBIM、働き方改革、週休2日、WTO、CPD等。

現在、建築設計業界はコロナ禍ではありますが、あまり
悲観的になることはないと思われます。ただ、現状維持
ではなく、BIMや脱炭素、木材利用促進等の新たな技
術の研鑽や少子高齢化による人材育成等を切磋琢磨で
きる仲間と共にこの業界を盛り上げたいと思います。
　今回は一生に一度の機会と捉えつつ、今後も起こ
りうることだと考え、各自の建築士という環境の中
で、我々の知恵を発揮することが求められます。今
後も、建築士事務所の地位向上と地域の建築文化の
更なる貢献に向けて活動していきますので宜しくお
願いいたします。

定時総会記念講演について

副支部長　平山　正義
　近年、木造に対する取組において、国内の森林資
源活用や地球温暖化対策に伴う木材活用の取組がク
ローズアップされています。
　そこで、環境時代の都市木造や学校建築の木造化
について、木材活用の地域連携・地材地匠について、
神奈川の取組も交えつつ、モリとサトとマチが繋がれ
ているのかを元東海大学教授の杉本洋文先生にご講
演いただきました。
　まず初めに、木材を利用することは「CO2を固定
すること」であって、その結果まちの中に第2の森
をつくることになります。低炭素社会の実現は、高
炭素蓄積社会の構築でもあるわけです。
　公共建築をはじめ、多くの用途に木材を多用する
には、林野庁、経産省、国交省の枠を超えてJAS材の
普及が重要とのことです。また、高齢化の波を受け
て製材所の閉鎖も課題になってきています。但し、
現在では2時間耐火構造で4階までの建物であれば、
いつでも建てられるようになっていますし、構造的
には「立面混構造」「平面混構造」「メンブレム」
等の技術も発展してきています。

　実践的に木材利用を考える場合には、企画段階か
ら構造材のコスト目標を0.3㎥／㎡に抑える等の戦略
が大切とのことです。他の構造とのコスト比較では、
2000㎡以下であれば木造が安いとの結果が出ている
そうです。
　「接合部の設計」が肝要で、性能的なレベル設定も重
要で、温熱環境の検証や音の対策も避けて通れません。
　最後に杉本先生の実作品を、設計上の様々なアイ
デアや工夫を伺いながら紹介いただきました。あた
かも骨太の物語を聞いたような厚みのある、しかも
多面的で立体的な講演内容でした。ありがとうござ
いました。
　なお、最新刊「キズカイのケンチク」に詳しく掲
載されています。ぜひ購入下さい。

講演状況 最新刊を手に

支部長あいさつ 定時総会の状況
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指導委員会活動

副委員長　清水　煬二
　毎月のWEB委員会、毎水曜の電話や面談による建
築相談、年2回以上の調査鑑定事務所対象の講習会を
行っています。直近は、緊急会議で八王子アパート階
段崩落の件で2回実施しました。山口委員長のサポー
トのもと、知恵袋の椋委員だけでなく全ての委員が積
極的に意見を述べ、活発に活動しています。
　最近の「机の隅に」の掘り下げ講習会では、3日間
に渡り7人のメンバーが講師となりオリジナルレジメ
でノウハウを公開。WEBだからできる何百ページも
の資料添付と価格の安さ、聞き逃しの人にも再度公
開など、事務局にも大変協力していただきました。レ
ジメの中には、電子ブックで3,000円でも欲しくな

る、「用途変更の実例ノウハウ」もありました。
　会員の皆様を守ることをメインテーマにし、調査
鑑定事務所の発展方法や登録増も考えています。

木造専門委員会活動

　本委員会は、木造全般について会員の技術指導、
技術向上を図る活動をしています。昨年は、見学会
が中止に、委員会もWEBになるなど、新型コロナの
影響を受けました。今年に入ってからも状況は変わ
りません。そんな中、当委員会の山中信悟副委員長
の設計による、限界耐力計算法で構造適合判定を受
け、確認済証を取得した建物（個人住宅）について
の講習会と見学会を行いました。講習会はWEB開催
とし49名の参加者がありましたが、WEBゆえの利点
として、県外遠方（鹿児島・奈良・徳島・三重）か
らの参加がありました。
　また、見学会は、コロナ禍の影響を考慮し４回の

入替制としましたが、特に混乱もなく、コンクリー
トも構造金物も合板、集成材も用いない貴重な建物
を見学することが出来ました。
　これからも木造全般について発信していきます。
ぜひ皆様のご参加、ご協力をお願いいたします。

景観・まちづくり特別委員会活動

　昨年度は、コロナ禍によりまちあるきや勉強会・シ
ンポジウム等を開催できませんでした。
　毎月行っている定例会議は、緊急事態宣言により
3、4月が流会となりましたが、5月以降はいち早く
Zoomによるオンライン会議にて支障なく運営してき
ました。
　コロナにより延期になっていました相模原市景観
整備機構指定勉強会については、Zoomウェビナーに
て1年越しの開催ができました。
　今回の勉強会では、事前学習用ブログ記事発行、
現地インタビューおよびメイキング映像の作成、そし
てリアルタイムの現地中継を含めて実施ができ、さま

ざまなスキームを得ることができました。これを機に
勉強会・シンポ等もWEB化し、まちあるきではハイ
ブリッドに運用していきたいと思います。
　新たに発行したニュースレターやブログ記事も是
非ご覧ください。

副支部長　千賀　浩一

委員長　寺本　勉

WEB講習会 講義状況 講習会レジメの表紙例

オンラインによる委員会 勉強会現地からのライブ配信

講習建物外観 講習建物内部詳細
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 鈴木武昭　白川　幹　小河泰隆
表紙写真撮影：アメジスト建築設計一級建築士事務所
 小河泰隆
事　務　局：小島寿江（ひさえ）

鶴見 中成田　道紀 有限会社acaa建築研究所 岸本　和彦株式会社成田組一級建築士事務所

神奈川
中

黒岩　武文 株式会社リノシスコーポレーション
横浜事務所一級建築士事務所

旭・泉・瀬谷 TOKO LIVING DESIGN株式会社

安岡　隆臣

長尾　陽介

O＋Solution※

西 佐藤　智洋株式会社耐震防災一級建築士事務所

西 岡田　行正一級建築士事務所株式会社ウィルウェイ

※会社組織変更のため、
　一旦退会し、改めて入会

地区名 事　務　所 氏　名 地区名 事　務　所 氏　名
退　会　■令和2年12月から今までに退会された事務所の方々

ようこそ　■令和２年12月1日から令和３年6月1日までに入会された事務所の方々 ブロック長さん・地区長さん新入会員です。 宜しくお願い致します。  

神奈川 黒岩　武文 O＋Solution

地区名 事　務　所 〒 住　所氏　名
221-0063 横浜市神奈川区立町6-5-801

神奈川 福田　亮一 フクダエレクトリックシステムアーツ2級建築士事務所 221-0822 横浜市神奈川区西神奈川3-7-1　池田ビル1階

西 髙橋　一平 一級建築士事務所株式会社髙橋一平建築事務所 220-0011 横浜市西区高島2-5-5-701

中 櫻田　修三 株式会社創和三幸設計 231-0021 横浜市中区日本大通60　朝日生命横浜ビル

中 庄司　敏雄 庄司敏雄一級建築士事務所 231-0045 横浜市中区伊勢佐木町2-11-1　登美屋新第一ビル3階

港北 奥本　浩介 株式会社DESIGNSHIP 222-0002 横浜市港北区師岡町493-1　ペガサスマンション大倉山2-3

都筑 大場　貴弘 カサプルデザイン株式会社 224-0014 横浜市都筑区牛久保東1-19-1

戸塚・栄 松尾　高司 ディーオーケープランニング一級建築士事務所 245-0053 横浜市戸塚区上矢部町1609-14

会勢報告 　令和2年6月1日現在　
東 南 西 北中ブロック名

鶴 見 神奈川 南 磯･金 港 南 旭･泉･瀬 緑･青 都 筑
合計

西 中 保土ヶ谷 戸･栄 港 北

18

地区名

 事務所数 28 26 42 4 12 16 1717 21 25 17 10 253

横浜支部組織図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３・４年度
 
[横浜支部長]─────── 小澤勝美
├[副支部長(総財務)]─── 千賀浩一 ─ 総財務委員　　　星光昭　　永野正之
├[副支部長(広報、企画)]─ 梅原義信 ─ 広報・企画委員　堀池恒史　雨森隆子　鈴木武昭　白川幹　小河泰隆
├[副支部長(まちづくり)]─ 平山正義 ─ まちづくり委員　根岸光司
├[副支部長(ブロック)]── 山口英生 ┬ 仕事展・セミナー部会他　志村亥三六　坂本昌己　渡邉靖
├[副支部長(事業)]──── 稲毛恒男 ┘　　　　　　　　　　　 　古室大悟　竹島比佐子　
└[地区]　　         ○＝ブロック長   　　　地区長
　├ 東ブロック ┬ ○鶴見地区 ───── 坂本昌己　　　　　　地区名をクリックすると
　│ 　　　　 　└ 　神奈川地区 ──── 宮田和浩　　　　　　地区毎の会員リストを表示します。
　├ 中ブロック ┬ 〇西地区 ────── 金子裕
　│ 　　　　 　├ 　中地区 ────── 古室大悟　　　　　　下線の付いた会員名をクリックすると
　│ 　　　　 　└ 　保土ヶ谷地区 ─── 星光昭　　　　　　　会員の登録票を表示します。
　├ 南ブロック ┬ 〇磯子・金沢地区 ── 鈴木武昭　
　│ 　　　　 　└ 　南地区 ────── 小倉宏志
　├ 西ブロック ┬ 　旭・泉・瀬谷地区 ─ 渡邉靖
　│ 　　　　 　├ 〇港南地区 ───── 雨森隆子
　│ 　　　　 　└ 　戸塚・栄地区 ─── 畠山圭造
　└ 北ブロック ┬ 　港北地区 ───── 名和靖晃
　　 　　　　 　├ 　緑・青葉地区 ─── 
　　 　　　　 　└ 〇都筑地区 ───── 志村孝次
[支部監事]　　磯田和良　志村亥三六
[支部相談役]　名取邦享　小渡佳代子　白川正孝
[支部参与]　　佐藤恵　　古居みつ子
[事務局]　　　小島寿江
 

会員対応可能業務

会員得意分野

お問い合わせ

TEL: 045-226-3551
お問合わせはこちらから
相談の予約は
TEL:070-4563-5712

リンク

一般社団法人
日本建築士事務所協会連合会
http://www.njr.or.jp/ 

一般社団法人
神奈川県建築士事務所協会
http://www.j-kana.or.jp/ 
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(一社)神奈川県建築士事務所協会･横浜支部

しごと展2021　ポスター

横浜支部組織図

高層純木造耐火建築物

仕事展・セミナー部会について

副支部長　稲毛　恒男
　令和三年度第一回建築しごと展実行委員会を4月14
日に開催致しました。今年度から新たに4人の実行委
員を迎え、11月に横浜市役所1階アトリウム及び展示ス
ペースで開催される建築しごと展に向けて活動を開始
しました。新たに参加された実行委員からの活発な意
見も交え、5月の第二回実行委員会ではテーマを「住・
食・衣～豊かなくらしを目ざして～」に決定し、ポス
ター作成や各種申請など準備を進めています。
　また11月13日土曜日に行われるセミナーは、横浜
市中区弁天通に建設中の「日本初の高層純木造耐火
建築物」について、㈱大林組設計本部　プロジェク
ト設計部副部長　堀池隆弥氏に講演を依頼し、了承
を得たところです。アトリウムでの対面セミナーを

予定していますが、コロナ禍の状況に応じてWEB開
催の方法も同時に検討しています。
　今後のスケジュールでは8月
に展示作品募集開始、9月にセミ
ナー参加者募集を予定しており
ます。順
次ご案内
いたしま
すので、
皆様是非
ご参加く
ださい。

広報・企画委員会活動

副支部長　　梅原　義信
　横浜支部の広報・企画委員会ではZoomにより定期
的に委員会を開いています。
　活動内容は大きく2つあり、一つは年2回発行してい
る広報誌「よこはま」の企画・運営で、今回の夏号で
No.17となります。A3両面印刷で横浜支部の活動を中
心に報告しているもので、支部会員に対しては勿論、
行政や関連団体、また、新規会員への紹介としても役
立てており、ホームページでは過去のもの全てが閲覧
できるようになっています。
　そしてもう一つは、横浜支部のホームページになり
ます。特に去年から組織図表示、登録票の見直しを行

い、横浜支部の会員がどの地区に属し、地区長はだれ
で、会員名の下のアンダーラインをクリックすると会
員登録票が
閲覧できるよ
うになってい
ます。
　コロナ禍、
皆様に益々活
用されるよう
に活動いたし
ます。


